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めに，自然な行動表現型を集団生活下に計測できる装置 IntelliCage を用いて，BPA 曝露によるマウ
スの行動変化を解析した．C57BL/6J 妊娠マウスを対象に、BPA曝露群（BPA 群）には 0.01%エタノ
ールに溶かした BPA 500 g/kg体重（最大無毒性量 NOAELの 100分の 1）を，vehicle対照群には同
量のエタノールを，胎齢 0.5 日から生後 3 週まで 1 日 1 回栄養チューブにより経口投与した．生後
11 週（雌）あるいは生後 13週（雄）に，対照群として 2出生仔集団（複数の母獣からの雌雄各々n=8
を 2 組），BPA 群として 1 出生仔集団（複数の母獣からの雌雄各々n=8 を 1 組）を設け，IntelliCage
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